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各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
条
例
案
、補
正
予
算
案
な
ど
の
う
ち
、

主
な
議
案
に
つ
い
て
、
審
査
し
た
内
容
の
一
部（
主
な
質
疑
項
目
、

意
見
の
概
要
）
を
お
伝
え
し
ま
す
。

����

����

財
政
総
務

自
治
基
本
条
例

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

�
主
な
質
疑
項
目
�

○
条
例
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
協

働
、
市
民
参
画
等
を
実
現
さ
せ
る

た
め
の
具
体
的
な
条
例
や
シ
ス
テ

ム
等
の
提
案

○
条
例
を
実
効
性
あ
る
も
の
に
す
る

た
め
の
情
報
提
供
、
市
民
参
画
等

の
具
体
的
か
つ
全
庁
的
な
施
策
の

推
進
と
進
行
管
理
の
必
要
性

○
本
条
例
を
最
高
規
範
と
す
る
理
由

○
住
民
投
票
実
施
の
対
象
と
な
る
市

政
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
考
え

方
○
財
政
計
画
の
策
定
や
行
政
評
価
の

実
施
と
分
か
り
や
す
い
公
表

�
賛
成
意
見
の
概
要
�

１

「
市
民
自
治
」
と
い
う
言
葉

の
定
義
、
第
２０
条
の
市
民
意
見
に
関

す
る
意
思
決
定
と
い
う
文
言
、
第
２３

条
第
２
項
の
市
民
の
自
発
的
活
動
を

支
援
す
る
よ
う
努
め
る
と
い
う
条

項
、
第
２４
条
第
１
項
の
自
主
的
に
形

成
さ
れ
た
集
団
又
は
組
織
と
い
う
文

言
を
修
正
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

２

自
治
の
在
り
方
に
つ
い
て
の

最
高
規
範
で
あ
る
、
独
自
の
基
本
条

例
を
市
民
協
働
の
も
と
、
議
案
を
上

程
し
た
こ
と
を
評
価
す
る
。
総
合
計

画
を
担
保
す
る
財
政
計
画
策
定
を
定

義
付
け
た
こ
と
、
住
民
投
票
の
実
施

に
つ
い
て
、
市
は
住
民
投
票
の
結
果

を
尊
重
す
る
こ
と
を
明
記
し
た
こ
と

を
評
価
す
る
。
情
報
共
有
の
た
め
の

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
制
度
の
導
入
、
法

制
部
門
の
強
化
、
行
政
評
価
に
お
け

る
外
部
監
査
の
導
入
を
早
急
に
検
討

さ
れ
た
い
。

３

市
政
へ
市
民
参
画
を
進
め
る

理
念
を
示
す
条
例
を
提
案
し
た
こ
と

を
評
価
す
る
。
情
報
共
有
、
市
民
参

画
、
協
働
の
原
則
を
全
庁
的
に
周
知

徹
底
さ
れ
、
具
体
的
に
実
現
す
る
に

当
た
っ
て
の
課
題
を
解
消
さ
れ
た

い
。そ
の
進
行
管
理
を
行
い
、前
向
き

な
条
例
の
見
直
し
を
行
わ
れ
た
い
。

�
反
対
意
見
の
概
要
�

本
条
例
の
最
大
の
目
的
は
、
市
民

と
情
報
や
市
政
運
営
を
共
有
し
、
市

民
の
参
画
と
協
働
を
促
す
こ
と
に
あ

る
。
し
か
し
、
今
回
の
提
案
で
は
そ

の
シ
ス
テ
ム
や
条
例
等
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
い
。
更
に
検
討
を
深

め
、
実
効
あ
る
も
の
と
し
て
提
案
さ

れ
た
い
。
今
回
は
そ
の
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
時
期
尚
早
と

判
断
し
、
反
対
す
る
。

文
教
市
民

一
般
会
計
補
正
予
算
中
所
管
分

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

�
主
な
質
疑
項
目
�

◆
岸
一
地
区
公
民
館
用
地
取
得
事
業

に
つ
い
て

○
株
式
会
社
等
と
敷
地
を
共
有
す
る

公
民
館
に
お
け
る
敷
地
の
競
売
回

避
策

き
ょ
う
あ
い

○
老
朽
化
し
た
狭
隘
公
民
館
の
改

修
計
画
と
今
後
の
公
民
館
の
維
持

管
理
の
在
り
方

◆
旧
南
竹
見
台
小
学
校
多
目
的
施
設

改
修
事
業
に
つ
い
て

○
校
舎
の
跡
利
用
に
関
す
る
基
本
的

な
方
針
の
早
期
策
定

○
地
元
と
十
分
に
協
議
が
調
っ
て
い

な
い
中
で
、
こ
の
時
期
に
実
施
設

計
委
託
料
を
計
上
す
る
理
由

○
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
設
置
を
含
め

た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
検
討
及
び

耐
震
診
断
の
実
施

○
全
市
民
が
利
用
す
る
施
設
と
し

て
、
公
平
な
利
用
を

図
る
た
め
に
運
営
委

員
会
の
構
成
員
に
学

識
経
験
者
等
を
入
れ

る
必
要
性

�
意
見
の
概
要
�

１

旧
南
竹
見
台
小

学
校
の
改
修
に
係
る
実

施
設
計
の
予
算
に
つ
い

て
、
そ
の
具
体
的
な
内

容
や
目
的
等
が
明
確
に

さ
れ
て
お
ら
ず
、
遺
憾

で
あ
る
。

福
祉
事
業
の
幅
広
い

展
開
が
こ
の
拠
点
を
活
用
す
る
こ
と

で
で
き
る
と
考
え
る
の
で
、次
期
、工

事
予
算
等
を
予
算
化
す
る
と
き
に

は
、
福
祉
事
業
の
予
算
も
同
時
に
提

案
さ
れ
た
い
。

２

旧
南
竹
見
台
小
学
校
改
修
事

業
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
跡
地
の
活

用
事
業
と
し
て
、
本
市
で
初
め
て
の

本
格
的
な
事
業
で
あ
る
が
、
十
分
に

調
査
・
研
究
し
た
提
案
と
は
思
え
な

い
。
小
学
校
跡
地
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
教
育
委
員
会
と
市
長
部
局
と
の

垣
根
を
乗
り
越
え
て
本
格
的
に
有
効

活
用
の
プ
ラ
ン
を
提
案
し
て
ほ
し
い
。

３

旧
南
竹
見
台
小
学
校
改
修
事

業
に
つ
い
て
、
全
市
的
な
施
設
で
あ

る
の
で
、
だ
れ
も
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
実
施
し
て
ほ

し
い
。
障
害
者
の
方
な
ど
の
声
を
し

っ
か
り
と
聞
き
、
多
目
的
に
利
用
が

で
き
る
よ
う
十
分
な
検
討
を
願
う
。

４

旧
南
竹
見
台
小
学
校
改
修
事

業
に
つ
い
て
、
校
舎
の
跡
利
用
に
関

す
る
今
後
の
基
本
的
な
方
針
を
で
き

る
だ
け
早
く
ま
と
め
て
提
言
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
財
政
面
も
含
め
て
十

分
検
討
す
る
と
と
も
に
、
管
理
面
で

地
元
に
負
担
が
掛
か
ら
な
い
よ
う
な

方
法
も
考
え
て
ほ
し
い
。

福
祉
環
境

老
人
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部

改
正

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

�
質
疑
項
目
�

○
今
回
の
改
正
の
対
象
者
数
と
割
合

�
意
見
の
概
要
�

医
療
費
の
負
担
が
増
え
る
点
で
反

対
で
あ
る
が
、
法
の
改
定
に
伴
う
も

の
で
、
や
む
を
得
ず
賛
成
す
る
。

肢
体
不
自
由
児
母
子
通
園
訓
練

施
設
条
例
及
び
知
的
障
害
児
通

園
施
設
条
例
の
一
部
改
正

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

�
主
な
質
疑
項
目
�

○
利
用
者
の
現
状
を
理
解
し
た
運
営

�
反
対
意
見
の
概
要
�

年
間
所
得
税
額
２８
万
円
以
下
の
方

は
使
用
料
が
値
上
げ
に
な
る
。
特
に

市
民
税
非
課
税
世
帯
は
一
般
保
育
園

よ
り
負
担
が
多
く
、納
得
で
き
な
い
。

一
般
会
計
補
正
予
算
中
所
管
分

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

�
主
な
質
疑
項
目
�

◆
南
工
場
跡
地
対
策
事
業
に
つ
い
て

○
多
額
の
事
業
費
を
要
し
た
理
由
と

市
民
へ
の
説
明
責
任

○
汚
染
土
壌
の
飛
散
防
止
対
策

及
び
地
元
住
民
へ
の
十
分
な

説
明

◆
こ
ど
も
笑
顔
輝
き
基
金
積
立

金
に
つ
い
て

○
在
宅
で
子
育
て
を
す
る
保
護

者
の
支
援
に
用
い
る
必
要
性

○
地
域
の
子
育
て
環
境
に
応
じ

た
き
め
細
や
か
な
活
用

◆
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
に

伴
う
地
域
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て

○
障
害
者
の
生
活
実
態
を
把
握
し
た

事
業
の
実
施

○
制
度
改
正
に
伴
う
市
の
財
政
負
担

○
利
用
者
負
担
軽
減
の
充
実
と
他
市

の
実
施
状
況

○
補
装
具
使
用
者
の
更
な
る
負
担
軽

減�
意
見
の
概
要
�

南
工
場
の
一
連
の
経
過
を
検
証
し

て
資
料
と
し
て
残
し
、
今
後
の
施
設

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
役
に
立
つ
よ
う

に
さ
れ
た
い
。

地
域
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

制
度
を
き
め
細
や
か
に
し
、
財
政
的

に
も
余
力
を
持
た
せ
て
運
営
さ
れ
た

い
。

建

設

一
般
会
計
補
正
予
算
中
所
管
分

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

�
主
な
質
疑
項
目
�

○
佐
竹
台
９
号
線
歩
道
整
備
事
業
に

お
け
る
補
償
費
の
執
行
方
法

○
桃
山
台
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
整

備
に
係
る
総
事
業
費
及
び
大
阪
府

と
本
市
の
負
担
割
合

○
桃
山
台
駅
の
新
駅
舎
の
整
備
内
容

と
完
成
時
期

○
桃
山
台
駅
周
辺
の
交
通
の
円
滑
化

と
駅
舎
以
外
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
予
定

○
紫
金
山
公
園
整
備
事
業
の
全
体
計

画
と
今
回
の
整
備
内
容

○
紫
金
山
公
園
整
備
事
業
に
お
け
る

今
後
の
購
入
予
定
地
と
そ
の
費
用
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議

会
日

誌

５
月
定
例
会
閉
会
後
の
主
な
議
会

活
動
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
６
月
】

１４
日

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会（
財
政
総
務
、文

教
市
民
、福
祉
環
境
、建
設
）

２３
日

議
会
だ
よ
り
編
さ
ん
委
員
会

２７
日

吹
田
操
車
場
等
跡
利
用
対
策

特
別
委
員
会

２９
日

都
市
環
境
整
備
対
策
特
別
委

員
会

【
８
月
】

２９
日

議
会
運
営
委
員
会

【
９
月
】

６
日

本
会
議
、
議
会
運
営
委
員
会

１２
日

議
会
運
営
委
員
会

１３
日

本
会
議

１４
日

常
任
委
員
会（
財
政
総
務
、福

祉
環
境
）

２０
日

議
会
運
営
委
員
会

２１
日

本
会
議
、
財
政
総
務
常
任
委

員
会

２２
日

本
会
議

２５
日

本
会
議
、
議
会
運
営
委
員
会

２６
日

本
会
議
、特
別
委
員
会（
決
算

審
査
、
企
業
決
算
審
査
）

２７
日

常
任
委
員
会（
財
政
総
務
、文

教
市
民
、福
祉
環
境
、建
設
）

【
１０
月
】

２
日

議
会
運
営
委
員
会

３
日

本
会
議
、
財
政
総
務
常
任
委

員
会

紹介議員（陳情の場合は不要）�

　　　　　（議員氏名）○○○○�

　　　　　　　　　　　○○○○�

　　　　　　　　　　　○○○○�

�

請願書（陳情書）の提出について�
　市民の皆さんは、市政に対する要望や意見を文書

にしていつでも市議会に提出することができます。�

　請願書が議会に提出されると、所管の委員会に付

託して慎重に審査します。本会議で、最終的に採択

（取り上げるべき）と決定した場合は、市長に送付し、

市長からは次の定例会に請願の処理の経過及び結果

が報告されます。�

　また、陳情書については、その写しを全議員に速

やかに配布して内容の周知を図っています。�

　提出に当たっては、次のことに留意してください。�

①請願書の場合は、請願を紹介する市議会議員（１

　名以上）の署名又は記名押印が必要です。��

②件名のほか、本文には請願（陳情）の趣旨、理由、

　提出年月日、提出者の住所、氏名（法人、団体の

　場合は、その名称と代表者名）を記載し、押印し

　てください。�

③施設、場所など、内容の箇所が分かりにくいとき

　は、図面を添付してください。�

○○に関する請願（陳情）�

吹田市議会議長　○○○○殿�
　　　　　　　平成○年○月○日�
�
請願者（陳情者）�
　　　住所�
　　　氏名�
　　　　　（ほか　人）�

趣　旨�
�
�
�
理　由�

印�

（内　容）�（表　紙）�
［記入例］�

○○に関する請願（陳情）�

吹吹田田ののままちち並並みみ

有有効効活活用用さされれるる旧旧南南竹竹見見台台小小学学校校

ババリリアアフフリリーー化化がが進進めめらられれるる桃桃山山台台駅駅

杉杉のの子子学学園園
（（知知的的障障害害児児通通園園施施設設））

す い た 市 議 会 だ よ り ２００６年（平成１８年）１０月２７日 発行（４）

この「すいた市議会だより」は１６万９００部作成し、１部当たりの単価（配布費用を含む）は１３円です。
大豆インキを使用�

古紙配合率100％再生紙を�
使用しています�


